




LPガス事業団広報 No.232 ] 

LPガス保安優良事業者を訪ねて

今回は岡山県倉敷市の「サ ー ンガス共和株式会社」を訪問し、

松尾勝也社長、 櫻井博規・総務部部長にお話を伺いました。

訪問先

サ ー ンガス共和株式会社
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（編）：まずは会社の歴史についてお伺いしま

す。 創業はいつ頃でしょうか。

松尾：父である松尾恵吉が1967年、 ヤマト

燃料を創業しました。 父はもともと手先

が器用で、メカニックに強い人間でした。

最初は少数のお客様からのスター トでし

たが、 父の爆発的な開拓力と技術力で事

業を拡大し、 当時は業界内でも一 目を置

かれるほどの躍進を遂げたと聞いていま

す。 父は生前、 自身の経験から「配送と

工事は自前でできるようにしておけ」と

口酸っぱく言っていました。私も子供の

頃、 父やスタッフが出動で会社が不在と

なる際に、 一時的に電話当番を任され、

「ガスが切れた」と電話が入れば、 無線

機で父に連絡を入れ、 すぐに父が次の現

場へ出動していく姿を見て育ちました。

何かあった時に人任せにせず、 機敏に自

ら動く。 この創業者の果敢な姿勢こそ、

現在の当社の強みとも言える「自社完結

型」への源流になっていると思います。

（編）：大陽日酸グルー プとの関係もお持ちで

すが、 経緯についてお聞かせください。

松尾：父が高齢になるなか、 私は当初この業

界で働くつもりがなかったこともあり、

事業承継はそこまで意識していませんで

した。 一方で父は経営者として事業存続

を模索するなか、 大手と提携する道を選

びました。 そこで2005年、大陽日酸（当

時：大陽東洋酸素）の子会社である岡山

大陽ガスセンタ ー と共和液化ガス工業

が、 出資比率を同等とする事業統合によ

り、 現在の「サ ーンガス共和」になりま

した。 社名の由来は「サ ーンガス」とい

う大陽日酸のブランドカと、「共和」と

いう当時は倉敷市を中心とするエリアで

上位層のシェアを誇り、 地域に根差して

いた冠を結合したものです。 大陽日酸の

ブランドカ、広範なネットワ ー クの強み、

そして共和の自社完結型の伝統を融合す

る経営スタイルを確立し、 時流に沿って

ァップデートを重ねながら、 お陰様で今

年度で設立20周年を迎え、 今も進化の

途上と考えています。

（編）：社長ご自身はこの業界に戻られる前は

別のお仕事をされていたそうですね。

松尾：2008年に当社へ入社するまでは 15年

間生命保険会社の総合職として勤務して
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